




































○工藤雄一郎　　本館研究部・助教　　　　　　　環境年代論　平成 22 年度から 
◎研究代表者，※平成 21 年度研究副代表者，○平成 22・23 年度研究副代表者
３．主な成果
○研究会
第１回：平成 22 年３月 13 日，国立歴史民俗博物館
坂本　稔：「箸墓古墳の炭素 14 年代考」（新納，考古学研究 222）に対するコメント
中尾七重：文化財建造物の 14C 年代測定－重文吉村家住宅と地域研究－










第３回：平成 22 年 12 月 17 日，広島県廿日市市
中尾七重：宮島町家年代調査の経緯
　民家の用材は樹種が多様で年輪数の少ないものが多く，その年代調査は年輪年代法では困難であ





































































図りながら，2009 〜 2012 年度科学研究費補助金（基盤Ａ）「日本産樹木年輪による炭素 14 年代の
高精度較正曲線の作成」を実施してきたが，これまで年代の判明した樹木年輪の確保に課題があっ
た。この点については，樹木年輪セルロースの酸素安定同位体比の変動パターンから年輪年代を決
定する方法が推進され，課題の解消が図られることが期待される。
精度の高い年代を得るために，測定に先立つ試料調製をより重視すべきである。研究の途上で樹
木年輪試料に較正曲線との照合がうまくいかないものが見られたが，有機溶媒による洗浄で樹脂な
どの揮発性分を積極的に取り除き，より妥当な結果を得ることができた。一方，測定試料となるグ
ラファイト炭素の調製が適切に行われなかったと考えられる不具合も確認された。年代研究を資料
調査から調製，測定，解釈という形で総合的に実施するためにも改善すべき課題である。
年代測定は研究内における位置づけが曖昧なまま，ともすれば結果報告にとどまってしまうことが
懸念される。炭素 14 年代法でモノ資料に高精度の年代を与え，応用の可能性を提示することで，年
代研究の推進を図る必要がある。本研究における個々の成果は必ずしも全てが連関するものではな
かったが，課題を整理し，年代研究に発展させるための共通認識を得ることはできたと考えている。
（国立歴史民俗博物館研究部）
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